
  　ブラジル岩手県人会発 ・サッカーＷ杯便り　①

　　　　　この企画は　母県の岩手日報社の企画で、 ６回にわたり数人から情報を頂き掲載されました。 　

  （　１　）



　　サッカーＷ杯だより　②　　連載にあたり様々な事項や現地の 「生」 の様子を伝えたい、 また寄稿者を変

　　えてとの事で、 考査し寄稿或いは談話に諸情報を加え、 日報社で話題や字数など編集して頂く事で了解を得て、 寄稿が始ま

　　った。 県人会として在住県人会から母県の皆様に現地の情報提供により、 ブラジル県人会と岩手の 「新たな交流」 になれる

　　と思いつつ。

  （　２　）



  （　３　）

　　　ブラジル県人会発 ・Ｗ杯だより　③　　　①　千田曠曉会長の寄稿は各試合前の稿です。それぞれ試合前の現地の

　　準備とか受入れ体制（日本選手団やサポーター）と機運など写真を交えて構成されました。　②　から留研生とか　　

　　役員の寄稿と頼まれ、早速多田孝則マウロ副会長へ寄稿を頼む。丁度 6 月 8 日日本チームがソロカバ蹴球場で自

　　主練習が公開された。現地在住者や日本のサポーター、サンパウロから選手団を一目見ようと約 5000 人が駆けつ

　　けた。　③　は元留学生で理事の山口（旧姓山口）セシリアさんにお願い。ブラジル対メキシコ戦や日本人サポー

　　ターの美徳を書いて頂き、在住日系人として誇りの素晴らしさが認識されました。



④

サッカー元日本代表の中田英寿さんがプロデュースしたカフェで日本
対コロンビア戦を観戦する日本人サポーターら。前半終了間際に同点
に追いつき、盛り上がる。店内では二戸市の地酒・南部美人も紹介し
ていた＝２４日、サンパウロ市内でサンパウロ新聞・倉茂孝明記者撮影

田口精基さん

　
世
界
�
カ
国
が
参
加

し
、
ブ
ラ
ジ
ル
国
内
�
会

場
で
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い

る
サ
ッ
カ
ー
・
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
（
Ｗ
杯
）
は
�
日

（
日
本
時
間
�
日
）
、
い

よ
い
よ
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
が
始
ま
り
ま
す
。
私
は

サ
ッ
カ
ー
が
大
好
き
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
試
合
を
観
戦

し
ま
し
た
。

　
今
思
い
出
す
の
は
、
日

本
に
ま
だ
Ｊ
リ
ー
グ
が
な

か
っ
た
時
代
の
１
９
９
２

年
と
�
年
に
サ
ン
パ
ウ
ロ

市
内
の
コ
レ
ジ
オ
・
サ
ン

ル
イ
ス
高
の
生
徒
�
人
を

連
れ
て
、
遠
野
市
、
金
ケ

崎
町
、
山
田
町
、
盛
岡
市

な
ど
の
高
校
生
と
親
善
試

合
を
行
っ
た
り
地
域
住
民

と
交
流
し
た
こ
と
で
す
。

　
交
流
を
通
し
て
当
地
の

若
い
世
代
に
日
本
の
文
化

を
伝
え
、
岩
手
の
高
校
生

に
ブ
ラ
ジ
ル
文
化
を
伝
え

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま

す
。
生
徒
た
ち
の
親
は
今

で
も
、
子
ど
も
た
ち
が
日

本
で
交
流
で
き
た
こ
と
を

感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
�
年
か
ら
１
年

間
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
へ
サ
ッ

カ
ー
留
学
し
た
遠
野
市
出

身
で
当
時
、
盛
岡
大
付
属

と
し
ゆ
き

高
１
年
だ
っ
た
浅
沼
寿
幸

さ
ん
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先

を
務
め
、
浅
沼
さ
ん
と
交

流
を
深
め
た
こ
と
も
よ
き

思
い
出
で
す
。

　
あ
れ
か
ら
約
�
年
。
日

本
の
サ
ッ
カ
ー
熱
も
広
が

り
、
Ｊ
リ
ー
グ
が
発
足
。

さ
ま
ざ
ま
な
国
際
試
合
を

経
験
す
る
ま
で
に
な
り
ま

し
た
。
特
に
日
本
人
選
手

が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
サ
ッ
カ

ー
チ
ー
ム
で
活
躍
し
て
い

る
こ
と
を
う
れ
し
く
、
進

歩
し
た
な
と
感
心
し
て
い

ま
す
。
日
本
が
Ｗ
杯
連
続

５
度
目
の
出
場
を
果
た
し

た
こ
と
を
当
地
の
日
系

２
、
３
世
も
大
変
喜
ん
で

い
ま
す
。

　
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
内
の
ビ

ラ
・
マ
ダ
レ
ー
ナ
区
は
、

若
者
が
多
く
集
ま
る
場
所

で
す
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
最
終

予
選
を
観
戦
し
た
人
た
ち

は
試
合
終
了
後
、
日
本
の

サ
ポ
ー
タ
ー
を
見
習
い
、

皆
で
ご
み
を
拾
い
集
め
て

い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
行

為
は
、
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人

と
し
て
大
変
う
れ
し
く
思

い
ま
し
た
。

　
日
本
は
残
念
な
が
ら
１

次
リ
ー
グ
で
敗
退
し
ま
し

た
が
、
４
年
後
の
大
会
で

ぜ
ひ
飛
躍
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
「
夢
を
あ
き

ら
め
ず
、
頑
張
れ
日
本
」

と
の
思
い
で
す
。
（
談
）

（
日
曜
日
に
掲
載
）

　
た
ぐ
ち
　
せ
い
き
　
祖
父
勇
之
進
さ

ん
、
父
信
二
さ
ん
、
母
あ
さ
子
さ
ん
ら

家
族
�
人
は
１
９
３
４
年
に
金
ケ
崎
町

か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
へ
移
住
。
サ
ン
パ
ウ
ロ

州
奥
地
の
開
拓
地
に
入
植
し
、
農
業
に

従
事
し
た
。
自
身
は
ブ
ラ
ジ
ル
で
生
ま

れ
た
日
系
２
世
。
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
立
総

合
大
物
理
学
科
を
卒
業
後
、
長
年
銀
行

に
勤
め
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
中
心
部
の
コ

レ
ジ
オ
・
サ
ン
ル
イ
ス
高
で
教
師
も
務

め
た
。
妻
ア
パ
レ
シ
ー
ダ
さ
ん
（�
）、

長
女
ア
ナ
ル
イ
ザ
さ
ん
（�
）と
３
人
暮

ら
し
。ブ
ラ
ジ
ル
県
人
会
第
２
副
会
長
。

�
歳
。
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
在
住
。

　
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ

ー
（
Ｉ
Ｌ
Ｃ
）
の
誘
致
が

実
現
す
れ
ば
世
界
中
か
ら

学
者
が
集
ま
り
、
岩
手
が

国
際
的
に
認
知
さ
れ
る
き

っ
か
け
に
な
る
。
子
ど
も

た
ち
の
科
学
に
対
す
る
夢

も
広
が
る
。
期
待
が
膨
ら

む
一
方
、
想
像
も
つ
か
な

い
大
き
な
ス
ケ
ー
ル
の
事

業
な
の
で
、関
係
な
い
「よ

そ
ご
と
」
と
思
い
が
ち
。

気
仙
地
区
や
わ
れ
わ
れ
の

生
活
に
ど
ん
な
恩
恵
や
課

題
、
影
響
が
あ
る
の
か
説

明
し
て
く
れ
る
場
が
あ
れ

ば
う
れ
し
い
。

（
毎
週
日
曜
日
に
掲
載
）

大
船
渡
市
末
崎
町

　
近
藤
　
均
さ
ん
（�
）

（
末
崎
地
区
公
民
館
長
）

内館　牧子さん

横尾　智子さん

　

作
者
の
言
葉

　
�
代
は
体
力
も
知
力
も
充
実
し
、
経
験
値
も
高

い
が
、
そ
の
力
を
生
か
す
場
が
な
い
。
定
年
を
迎
え
た
主
人
公
は
、

社
会
か
ら
「
終
わ
っ
た
人
」
と
思
わ
れ
つ
つ
も
立
ち
上
が
る
。
そ
れ

を
後
押
し
す
る
の
は
若
い
こ
ろ
に
離
れ
た
故
郷
だ
。
現
実
を
直
視
し

な
が
ら
、
�
代
の
再
生
の
物
語
を
お
届
け
し
た
い
。

　内館　牧子さん（うちだて・

まきこ）　�年秋田県生まれ。

武蔵野美術大卒。ＯＬ生活を経

て�年脚本家デビュー。テレビ

ドラマの代表作に「想い出にか

わるまで」「ひらり」「毛利元

就」など。�年ギャラクシー賞、

�年第１回橋田壽賀子賞、�年

放送文化基金賞など受賞。小説

家、エッセイストとしても活躍。

東日本大震災復興構想会議委員

を務めた。元横綱審議委員。�

年東北大大学院文学研究科修

了。

　
く
ら
し
面
に
連
載
し
て
い
る
五

木
寛
之
さ
ん
の
「親
鸞
　
完
結
篇
」

は
７
月
６
日
で
終
了
し
、
同
８
日

か
ら
内
館
牧
子
さ
ん
の
「
終
わ
っ

た
人
」
が
始
ま
り
ま
す
。

　
主
人
公
田
代
壮
介
は
、
大
手
銀

行
の
出
世
コ
ー
ス
か
ら
子
会
社
に

出
向
さ
せ
ら
れ
、
そ
こ
で
定
年
退

職
を
迎
え
た
。
仕
事
一
筋
だ
っ
た

田
代
は
、
生
き
が
い
と
居
場
所
を

求
め
、
あ
が
き
続
け
る
が
、
あ
る

人
物
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
、
運

命
の
歯
車
が
回
り
出
す
―
。

　
主
人
公
は
盛
岡
市
出
身
で
、
地

元
の
高
校
を
卒
業
し
東
京
の
大
学

に
進
学
し
た
「
団
塊
」
の
す
ぐ
下

の
世
代
。
盛
岡
は
も
ち
ろ
ん
、
物

語
に
は
「
岩
手
」
が
ふ
ん
だ
ん
に

登
場
し
ま
す
。ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
挿
絵
は
、
書
籍
の
装
画
や
新
聞

小
説
、
雑
誌
の
挿
絵
な
ど
で
活
躍

す
る
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
横
尾

智
子
さ
ん
で
す
。

岩
手
日
報
社

宮
崎
た
ま
子
さ
ん
（
©

２
０
１
４
Ｒ
ｉ
ｃ
ｈ
ａ

ｒ
ｄ
Ｆ
ｉ
ｎ
ｋ
ｅ
ｌ
ｓ

ｔ
ｅ
ｉ
ｎ
、
共
同
）

加
瀬
栞
さ
ん
（
©
２

０
１
４
Ｒ
ｉ
ｃ
ｈ
ａ

ｒ
ｄ
Ｆ
ｉ
ｎ
ｋ
ｅ
ｌ

ｓ
ｔ
ｅ
ｉ
ｎ
、
共
同
）

米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
移
設
に
反
対

し
海
上
デ
モ
す
る
地
元
住
民
ら
＝
�

日
午
前
、
沖
縄
県
名
護
市
辺
野
古
沖

　
総
務
省
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
携
帯
端
末
に
対
し
、
大
手
携
帯
電
話
会

社
が
他
社
の
通
信
回
線
で
使
え
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
制
限
を
解
除
さ
せ
る
方

針
を
固
め
た
こ
と
が
�
日
、
分
か
っ
た
。
利
用
者
は
端
末
を
買
い
替
え
ず
に
携

帯
電
話
会
社
の
変
更
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
割
安
な
料
金
を
提
供
す
る
通
信

回
線
へ
の
乗
り
換
え
を
容
易
に
し
、
携
帯
電
話
会
社
間
の
競
争
を
促
し
て
料
金

の
値
下
げ
に
つ
な
げ
る
。

　
【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
共
同
】

若
手
の
登
竜
門
と
し
て
知

ら
れ
る
米
国
の
ジ
ャ
ク
ソ

ン
国
際
バ
レ
エ
コ
ン
ク
ー

ル
の
主
催
団
体
は
�
日
、

日
本
の
加
瀬
栞
さ
ん
（�
）

＝
東
京
都
出
身
＝
に
シ
ニ

ア
女
性
部
門
の
金
賞
を
授

与
す
る
と
発
表
し
た
。
宮

崎
た
ま
子
さ
ん
（�
）＝
同

＝
が
同
部
門
の
銀
賞
を
獲

得
し
た
。

　
加
瀬
さ
ん
は
共
同
通
信

の
電
話
取
材
に
「
自
分
で

も
び
っ
く
り
し
て
実
感
が

な
い
が
、
う
れ
し
い
の
一

言
。
頑
張
っ
た
か
い
が
あ

っ
た
」と
声
を
弾
ま
せ
た
。

ま
た
「
英
国
在
住
だ
が
日

本
を
誇
り
に
思
っ
て
い

る
。
日
本
を
代
表
し
て
コ

ン
ク
ー
ル
に
出
ら
れ
た
こ

と
に
感
謝
し
て
い
る
」
と

語
っ
た
。

　
宮
崎
さ
ん
は
４
年
前
に

も
出
場
し
た
が
入
賞
は
果

た
せ
な
か
っ
た
と
い
う
。

電
話
取
材
に
「
メ
ダ
ル
が

取
れ
て
う
れ
し
い
」
と
喜

び
「
こ
れ
に
満
足
せ
ず
、

こ
れ
か
ら
も
毎
日
練
習

し
、
お
客
さ
ま
を
楽
し
ま

せ
る
こ
と
が
で
き
る
ダ
ン

サ
ー
に
な
れ
た
ら
い
い
な

と
思
う
」
と
話
し
た
。

　
加
瀬
さ
ん
と
宮
崎
さ
ん

は
２
０
０
６
年
に
開
か
れ

た
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
「
ユ

ー
ス
・
ア
メ
リ
カ
・
グ
ラ

ン
プ
リ
」
で
も
入
賞
し
て

い
る
。

　
最
終
段
階
に
は
藤
島
光

太
さ
ん
（�
）＝
高
松
市
出

身
＝
も
進
出
。
入
賞
は
逃

し
た
が
「
良
い
経
験
に
な

っ
た
。
メ
ダ
ル
は
関
係
な

く
、
良
い
踊
り
が
で
き
た

の
で
気
持
ち
い
い
」
と
話

し
た
。

　
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
国
際
、
モ

ス
ク
ワ
国
際
な
ど
と
並
ぶ

主
要
な
バ
レ
エ
コ
ン
ク
ー

ル
の
一
つ
。４
年
に
１
度
、

米
ミ
シ
シ
ッ
ピ
州
ジ
ャ
ク

ソ
ン
で
開
か
れ
、
今
年
は

�
日
に
始
ま
っ
た
。
�
～

�
歳
ま
で
の
シ
ニ
ア
部
門

と
�
～
�
歳
ま
で
の
ジ
ュ

ニ
ア
部
門
そ
れ
ぞ
れ
で
３

段
階
の
選
抜
を
し
た
。
最

終
段
階
に
残
っ
た
中
か
ら

金
、
銀
、
銅
賞
が
選
ば
れ

た
。

　
【
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ

共
同
】
サ
ッ
カ
ー
の
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
（
Ｗ
杯
）
が

開
か
れ
て
い
る
ブ
ラ
ジ
ル

の
最
大
都
市
サ
ン
パ
ウ
ロ

の
空
港
で
�
日
夜
、
Ｗ
杯

観
戦
の
た
め
同
国
を
訪
れ

て
い
た
�
代
の
日
本
人
男

性
が
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
を

盗
ま
れ
た
こ
と
が
分
か
っ

た
。
在
サ
ン
パ
ウ
ロ
総
領

事
館
が
�
日
明
ら
か
に
し

た
。

　
コ
ー
ヒ
ー
店
で
荷
物
を

い
す
の
上
に
置
い
て
話
し

て
い
た
と
こ
ろ
、
気
が
付

く
と
荷
物
が
な
く
な
っ
て

い
た
と
い
う
。
中
に
は
約

６
万
円
相
当
の
現
金
、
携

帯
電
話
な
ど
も
入
っ
て
い

た
。

　
東
日
本
大
震
災
で
被
災

し
た
宮
城
県
名
取
市
の
愛

島
東
部
仮
設
住
宅
の
借
地

期
限
が
６
月
末
に
迫
り
、

市
が
立
ち
退
き
を
求
め
た

問
題
で
、
地
権
者
ら
で
つ

く
る
区
画
整
理
組
合
は
�

日
、
土
地
約
２
・
５
㌶
を

全
て
買
い
取
る
と
し
た
市

の
要
請
を
受
け
入
れ
る
と

決
め
た
。
半
分
超
の
戸
数

の
住
民
が
退
去
を
迫
ら
れ

る
当
初
の
案
は
、
回
避
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
市
は
７
月
初
め
に
も
住

民
説
明
会
を
開
き
、
立
ち

退
き
要
請
の
撤
回
を
伝
え

る
予
定
。
買
収
額
は
土
地

の
鑑
定
評
価
を
し
た
上
で

組
合
側
と
交
渉
し
、
契
約

を
結
ぶ
。

　
組
合
は
�
日
の
総
会

で
、
買
い
取
り
へ
の
同
意

を
全
会
一
致
で
決
め
た
。

　
愛
島
東
部
仮
設
で
は
約

１
６
０
戸
に
３
０
０
人
超

が
暮
ら
す
。
市
は
６
月
末

に
用
地
の
契
約
が
切
れ
る

こ
と
を
理
由
に
、
５
月
に

な
っ
て
立
ち
退
き
を
要

請
。
一
部
の
土
地
を
取
得

で
き
て
も
、
約
�
戸
は
別

の
仮
設
住
宅
へ
の
転
居
が

必
要
だ
と
説
明
し
た
。
住

民
は
強
く
反
発
し
、
市
が

土
地
を
買
い
取
る
方
針
に

転
じ
て
い
た
。

　
米
軍
普
天
間
飛
行
場

（
沖
縄
県
宜
野
湾
市
）
の

名
護
市
辺
野
古
沿
岸
部
へ

の
移
設
に
反
対
す
る
地
元

住
民
ら
が
�
日
、
辺
野
古

沖
に
船
や
カ
ヌ
ー
計
�
隻

以
上
を
出
し
て
海
上
抗
議

デ
モ
を
展
開
し
、
強
い
日

差
し
が
照
り
付
け
る
中

「
辺
野
古
の
埋
め
立
て
を

許
す
な
」
「
基
地
の
な
い

沖
縄
を
つ
く
ろ
う
」
と
シ

ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
上
げ

た
。

　
約
２
５
０
人
が
参
加
。

名
護
市
の
具
志
堅
徹
さ
ん

（�
）は
「
こ
の
海
は
宝
の

海
。
わ
れ
わ
れ
日
本
人
が

守
る
の
は
当
然
だ
」
と
語

気
を
強
め
た
。
カ
ヌ
ー
を

沖
に
並
べ
パ
ド
ル
を
突
き

上
げ
た
那
覇
市
の
北
上
田

毅
さ
ん
（�
）
は
「
と
に
か

く
埋
め
立
て
を
阻
止
し
た

い
」
と
力
説
し
た
。

　
海
上
デ
モ
終
了
後
、
海

岸
で
は
抗
議
集
会
が
開
か

れ
、
参
加
者
は
、
政
府
が

埋
め
立
て
に
先
立
つ
海
底

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
に
着
手

す
る
意
向
の
７
月
に
「
緊

張
が
高
ま
る
」
と
強
調
。

「
満
を
持
し
て
闘
お
う
」

と
呼
び
掛
け
た
。

　
午
前
９
時
ご
ろ
の
デ
モ

開
始
前
、
海
上
保
安
庁
の

職
員
が
現
場
近
く
の
海
岸

に
警
戒
に
来
た
た
め
、
参

加
者
が
詰
め
寄
る
場
面
も

あ
っ
た
。

な
か

い

ま

ひ
ろ
か
ず

　
仲
井
真
弘
多
知
事
は
昨

年
末
、
普
天
間
移
設
に
向

け
た
辺
野
古
沿
岸
部
の
埋

め
立
て
を
承
認
し
た
。
海

上
デ
モ
は
、
辺
野
古
で
移

設
反
対
の
座
り
込
み
を
続

け
る
「
ヘ
リ
基
地
反
対
協

議
会
」
の
共
同
代
表
安
次

富
浩
さ
ん
（�
）ら
が
中
心

と
な
り
、
４
月
に
も
実
施

し
た
。

　
気
象
庁
は
�
日
、
東
日

本
と
東
北
地
方
を
中
心
に

�
日
は
大
気
の
状
態
が
非

常
に
不
安
定
と
な
る
た

め
、
落
雷
や
竜
巻
な
ど
の

突
風
、
ひ
ょ
う
、
局
地
的

な
激
し
い
雨
に
注
意
す
る

よ
う
呼
び
掛
け
た
。

　
�
日
は
東
日
本
や
北
日

本
の
上
空
に
強
い
寒
気
が

入
り
、
日
本
海
で
発
生
す

る
低
気
圧
の
影
響
で
暖
か

く
湿
っ
た
空
気
が
流
れ
込

む
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
た

め
、
東
日
本
と
東
北
の
広

い
範
囲
で
積
乱
雲
が
発
達

す
る
見
通
し
。

　
気
象
庁
は
、
落
雷
や
ひ

ょ
う
に
よ
る
農
作
物
や

農
業
施
設
へ
の
被
害
に

警
戒
が
必
要
と
し
て
い

る
。

　
制
限
は
「
Ｓ
Ｉ
Ｍ
ロ
ッ

ク
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、

２
０
１
５
年
度
に
も
解
除

を
義
務
化
す
る
。
携
帯
電

話
各
社
が
Ｓ
Ｉ
Ｍ
ロ
ッ
ク

の
解
除
を
拒
否
す
れ
ば
、

電
気
通
信
事
業
法
に
基
づ

き
業
務
改
善
命
令
を
出
す

こ
と
を
可
能
に
す
る
仕
組

み
を
検
討
し
て
い
る
。
�

日
の
有
識
者
検
討
会
で
中

間
取
り
ま
と
め
に
盛
り
込

み
、
年
内
に
具
体
的
な
方

策
を
詰
め
る
方
針
だ
。

　
Ｓ
Ｉ
Ｍ
ロ
ッ
ク
が
解
除

さ
れ
れ
ば
、
大
手
の
回
線

を
借
り
て
格
安
ス
マ
ホ
な

ど
の
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
Ｍ
Ｖ
Ｎ
Ｏ
（
仮
想

移
動
体
通
信
事
業
者
）
へ

の
乗
り
換
え
も
簡
単
に
な

る
。大
手
の
寡
占
が
崩
れ
、

携
帯
電
話
料
金
の
低
価
格

化
が
一
気
に
加
速
す
る
可

能
性
が
あ
る
。

　
Ｓ
Ｉ
Ｍ
ロ
ッ
ク
の
解
除

は
欧
州
の
多
く
の
国
が
実

施
し
、
米
国
で
も
５
月
か

ら
解
除
が
始
ま
っ
て
い

る
。

　
国
内
は
現
在
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

ド
コ
モ
が
米
ア
ッ
プ
ル
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
「
ｉ
Ｐ

ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
（
ア
イ
フ
ォ
ー

ン
）
」
を
除
く
機
種
で
解

除
に
応
じ
て
い
る
が
、
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
は
一
部
に
と

ど
ま
り
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
（
ａ

ｕ
）
は
応
じ
て
い
な
い
。

　
利
用
者
は
現
在
、
他
社

の
携
帯
会
社
に
乗
り
換
え

る
と
高
額
な
端
末
を
新
た

に
買
う
必
要
が
あ
る
。
高

額
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク

で
新
規
契
約
者
を
優
遇
す

る
販
売
促
進
策
が
過
熱

し
、
既
存
の
利
用
者
と
不

公
平
感
を
生
む
原
因
に
な

っ
て
い
る
。
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＠ブランケット組面降版

アノテーション=正常終了！

社会２

  （　４　）

　

　　　ブラジル岩手県人会発 ・Ｗ杯だより　④　は、 副会長の田口精基さん。 田口さんは現地コレジオ （高校） の生徒達

　を 2 回にわたり、 岩手県に引率して地元高校生と親善交流試合や地域住民の方々との交流の経験など。 と、 当時日本に

　はサッカーのプロチーム （Ｊリーグ） が無い時代を振り替えって纏めてくれました。



（　5　）

　　　ブラジル県人会発 ・Ｗ杯便り　⑤　県人会相談役佐々木憲輔さんの談話と日系最大の祭り「日本祭り」を紹介しました。



  （　６　）

　　ブラジル県人会発 ・Ｗ杯だより　⑥　最終版は千田会長ですが、 回を重ねると書くネタが少なくなり、 この連載を邦字紙に

  提供。 「新しい母県との交流」 にと云ったコメントあり。 Ｗ杯を契機に国々からのサポーターとブラジル人との幅広い交流が

   なされた。 　　最後にこの寄稿に協力頂いた皆さんに厚く御礼申し上げます。 　　　


